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新 しい セフ ェム系抗 生物 質cefpimizoleを 内科 領域 の感染症 患 者93例 に投 与 した、対象 とな

った感 染症 は敗 血症 または 敗血症 疑 い7例,呼 吸器感 染症60例,尿 路 感染 症11例,肝 胆道 感

染症5例,そ の他10例 で あ った、 臨 床効 果 は93例 中著明 改善12例,改 善61例,や や 改善8

例,不 変8例 。悪 化2例,判 定不 能2例 であ り,有 効率 は78%で あ った、細 菌学 的効果 は31例

中消失18例,減 少4例,不 変4例,不 明4例,菌 交 代1例 で あ り,菌 の消 失率 は58%で あ っ

た。副 作用 は3例 にGOT,GPTの 軽度 上昇 を認 め たが,重 篤 な もの は認め なか った。

以上 よ り本剤 は内科 領域 の感 染症 にお いてfirst choiceと して安 心 して使 用 で きる薬 剤 であ

ると考 え られた。
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新セフェム系抗生物質cefpimizole(CPIZ)は グラム陽

性菌,グ ラム陰性菌お よび嫌気性 菌に広 く抗菌作用を有 し,

特に緑膿菌を含むグラム陰性菌に有効 であ り1,2)また,従 来

の抗生物質にない宿主生体の感染防御能 を高め る薬 剤であ

る3,4)。

今回我々は,内 科領域の感染症患者93名 に本剤 を投与

し,そ の有用性 および安全性につ き検討 したので報告す る。

I. 症 例 お よび 方法

昭和62年11月 か ら昭和63年11月 までの期 間に横

浜市立大学 医学部 第一 内科 お よび関連9施 設に 入院 し

た内科 領域感 染症93例 を対 象 と した。

対象感染症 は敗血 症 お よび敗血症 疑 い7例,急 性気

管支炎4例,慢 性 気管支 炎10例,気 管 支拡 張症4例,

慢性呼 吸器疾 患の二 次感 染6例,肺 炎33例,肺 化 膿症

1例,膿 胸2例,腎 盂 腎 炎8例,膀 胱炎3例,胆 嚢 炎3

例,胆 管 炎2例,そ の他肛 門周囲膿 瘍,壊 死 性 口内炎,

腹膜炎等10例 であ った。

対 象症例 の年 齢 は17歳 か ら89歳 であ り,性 別は 男

性57例,女 性36例 で あった(Table1)。

投 与 方法は全例 点 滴静 注 であ り,CPIZを1日2～4

gを2回 に分 け て投与 した。投 与期 間は2～28日(中 央

値10日 ）,総 投 与 量は6～112g(中 央値28g)で あっ

た.

臨 床効 果は 対象疾 患が 多種 にお よぶ ため,白 血球 数

CRP,胸 部 レン トゲ ン写真,熱 型,そ の他 の 自覚症 状

か ら著効 改善,改 善,や や 改善,不 変,悪 化,判 定 不

能の6段 階に判 定 し,細 菌学 的効果 は推 定起 炎菌 の消

長 を も とに消失,減 少,不 変,菌 交 代,不 明 の5段 階

に判 定 した。

安 全性 につ いて は副作 用,臨 床検 査値 の 異常 の 有無

と本剤 との因果 関係 を検 討 し,有 用 性 は臨床効 果,細

菌学 的効果,安 全性 を考慮 しきわめ て有 用,有 用,や

や 有 用,有 用 で ない.判 定 不能 の5段 階 で判 定 した.

最終 判定 は主 治医 の意 見 を参 考 に5人 の委 員か ら成
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Table 1. Age and sex distribution of 93 cases

Table 2. Clinical efficacy of cefpimizole

る判定委 員会 で行 った。

II. 結 果

全 症例 の結 果を示 すが,93例 中著 明改善12例,改 善

61例,や や 改善8例,不 変8例,悪 化2例,判 定不 能

2例 で あ り,改 善率78%で あっ た。

感染症 別臨 床効果 をTable2に 示 した。 敗血 症お よ

び敗 血症 疑 いは7例 で,臨 床効 果 は改善4例,や や 改

善1例,悪 化1例,判 定不 能1例 で有 効率 は57%で あ

った。 これ らの症例 の うち5例 は 基礎 疾 患が 血液悪性

疾 患(急 性 白血病3,悪 性 リンパ腫1,多 発 性骨 髄腫1)

であ り,そ の 有効率 は40%で あ った。他 の2例 は 基礎

疾 患が肺 癌 お よび脳 梗塞 で あ りどち ら も有効 であ った。

呼 吸器 感染症 は 全60例 で,そ の臨 床効 果は 著明 改善

11例,改 善39例 であ り有効率83%で あっ た。 この内

訳 は肺 炎33例 中85%,慢 性 呼吸 器疾患20例 中80%,

肺化 膿症,膿 胸3例 中67%の 有効率 であ った。

また,尿 路 感染症 は11例 全例 改善 であ り有効率100

%,胆 道 感染症 は5例 中,著 明改善1例,改 善1例 の

有 効率40%と 判定 され た。その他 の肛 門周囲 膿瘍 等の

感染 症 では10例 中6例 が改善 で あ り有効 率60%で あ

った。

次 に,難 治性 感染 症 であ る血液 悪性疾 患 を基礎疾 患

とす る症 例 は全体 で10例(急 性 白血病6,悪 性 リンパ

腫1,多 発性 骨髄腫3)あ り,こ れ らの感 染症 は敗血症

お よび敗 血症 疑5例,肺 炎1例,肛 門周囲 膿瘍1例,

軟部 蜂窩 織 炎3例 で あっ た.敗 血症(疑)は 有効率40

%,そ の他 は 有効率60%で あ り,全体 の有効率 は50%

の 結 果 であ っ たが,こ れ ら の症 例 の6例 は 白血球数

3,000以 下 であ った.

今 回 の検 討 で は93例 中89例 がcefpimizoleの 単独

投 与 で あ り,単 独 投 与 と し て の 有 効 率 は78%(69

例),ま た,併 用 は4例 が他 に1剤 を同時投 与 されてお

り(minocycline 1例,amikacin 1例,tobramycin 2

例),併 用 に よる有効率 は100%で あ った。

推 定起 炎菌に 対す る細菌 学的 効果 をTable3に 示 し

た。推定 起 炎菌 の判明 した症例 は31例 であ り,グ ラム

陽 性 菌8件,グ ラム 陰性 菌23件 で あ った。起 炎菌 は

Pseudomonas aeruginosa が9件 と 最 も 多 く,Sta-

phylococcus aureus 5件, Haemophilus influenzae 4件

で あ っ た. P.aeruginosa は9例 中呼吸 器感染症6例,

腎盂 腎炎2例,敗 血症1例 であ った が,3例 が消失,2

例 が減 少,2例 が不 変,1例 が不 明,1例 が菌 交代 であ

り,消 失率 は33%で あ った。また,菌 の消失 ない し減

少 は呼 吸器 感染 症3例,腎 盂 腎炎2例 に認 め られた。

S.aureusは5例 中2例 が消 失,1例 が減少,1例 が不

変,1例 が不 明 であ り,消 失率 は40%で あ ったが,こ
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Table 3. Bacteriological response to celpimizole

Table 4. Utility of cefpimizole

れ らの中 で4例 は肺炎 で あっ た。H.influnzaeは4例

全例 が肺炎 であ ったが,4例 と も菌 は消失 した。 全31

例 では18例 に菌消 失が 認め られ,除 菌率 は58%で あ

った。 また,グ ラム陽性菌 は8例 中5例(63%),グ ラ

ム陰 性菌 は23例 中13例(57%)の 除菌率 であ っ た。

副作 用につ いて は,93例 中3例(3%)にGOT,GPT

の軽度上 昇が 認め られ たが,投 与 中止 後速や か に改善

し,重 篤 な ものは認 め られ なか った。

以上か らきわめ て有用,ま た は有用 と判定 された症

例 は93例 中73例 で あ り,有 用 率 は78%で あ っ た

(Table4)。

次にCPIZ投 与に よ り改善 した症 例 を3例 提 示 す る。

症例159歳,男 性,膿 胸(Fig.1)

昭 和63年,4月15日 か ら左胸 痛が あ り,5月1日 に

発熱 咳 が出現 した。5月7日 近 医 を受 診 し,膿 胸の 診

断 で経 口抗 生物 質cefixime 200mg/dayを 投 与 され

た が改善せ ず,5月14日 に藤 沢 市民病 院 へ 入院 した。

入院 後CPIZ2gを1日2回 投 与 し3日 後 に解 熱,5日

後 に胸 痛,咳 も消失 し,白 血球数,CRP,胸 部 レン ト

ゲ ン写真 の改善 を認 め たため,著 明 改善 と判定 した。

また,副 作用 は認め なか っ た。

症例269歳,女 性,肺 炎(Fig.2)

昭 和57年 か ら 多発 性 骨髄腫 で横 浜 市立 大学 医 学 部

第一 内科へ 入院 お よび通 院 してい た。 外 来 で も化学 療

法 は継 続 され てい た ため 白血球 数 は2,000/μl前 後 で

あ っ た。 昭 和63年7月 下 旬,発 熱,咳,痰 が 出現,
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Fig.1. 59 y.o, male, enpyema (Case no. 1)

Fig.2. 69 y.o, female, pneumonia (Case no. 2)

ofloxacin 600mgを3日 間投 与 され たが改善 せず,胸

部 レン トゲ ン写真上 右 中肺野 に肺 炎像 を認め たため 入

院 した。 入院 後,骨 髄腫 に よ る軽度 の 腎障害 があ るた

めCPIZ1gを1日2回 投 与 し,2日 後 に解 熱,咳,痰

お よび胸 部 レ ン トゲ ン写 真 も速や かに改 善 した ため 著

明 改善 と判定 した。 痰培 養 では菌 は検 出 されず,細 菌

学 的効 果は不 明 であ るが,白 血球 減少 に もか か わ らず

きわめ て有用 であ った。 また,副 作用 は な く,臨 床 検

査値 で も異常 を認 め なか った。

症 例358歳,男 性,気 管 支拡 張症(Fig.3)

昭和63年3月 か ら慢 性呼 吸不全,気 管支拡 張症 の た

め横 浜 市立大学 医 学部 第一 内科へ 通院 していた。8月4

日喀 痰が 増量 し,呼 吸 困難 となっ たため 入院,抗 生剤

の投 与 に よ り一時 軽快 したが,中 止 に よ り再 び悪化 し

た。8月25日 か ちCPIZ29を1日2回 投 与 し,1週 間

で痰 量 の減 少,呼 吸 苦 の改善,CRPの 陰性 化 を認めた

ため改善 と判定 した。痰 培 養 で はP.aeruginosaが 検

出 され,こ れが起 炎 菌 と思 われ たが,本 剤投与 により

消 失 した。 また,副 作用,臨 床検査 値 の異常 は認め ち

れ なか った。

III. 考 案

新 セ フェ ム系抗生 剤cefpimizoleは グラム 陽性菌か
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Fig. 3. 58 y.o, male, bronchiectasis (Case no. 3)

らグラム陰性菌,嫌 気性菌 まで広 く抗菌作 用 を示 すか,

特 にPuruginosα を含む グラム陰性 菌 に優 れ た抗 菌

力を示す1)。また,本 剤 は殺菌 力が 強 く,β-lactamase

に安定 で あ り1),血 清 補体 との協 力的 殺 菌作 用 を示 す

とともに,マ クロファー ジお よび好 中球 の貪 食能,殺

菌能 を亢進 し,宿 主 生体 の感染 防御能 を高め る こ とが

認め られ てい る3,4)。

今 回は93例 の内科 領域 感 染症 患 者 に投 与 し,12例

に著明改善,61例 に改 善 を認め,有 効 率 は78%で あっ

たが,71歳 以上 の高 齢者 が40例 含 まれ るこ と も考 え

ると非常 に優 秀 な成績 で あ る。 これ らの 中 で,主 な感

染症は呼吸 器系感 染 で60症 例 あ り,著 明 改善11例,

改善39例 の有効率83%を 示 し,良 好 な結 果 であ った。

これは本剤 の組織 濃度 が実験 動 物に おい て,マ ウスで

は腎臓 血漿,肺 の順 に高 く5),ラ ッ トで も腎臓 お よび

膀胱,精 の う腺,血 液,肺 の順6)で あ り肺疾 患 におけ る

成績が良好 な こ とが うかが え る.

また,本 剤 は尿 中排 泄型 の薬 剤 であ り,サ ル,イ ヌ,

ウサ ギ等 各種 実験 動 物 に お い て静 脈 内投 与 後 の0～8

時間では尿 中排 泄率 は70%前 後 で あ る5).今 回,我 々

が経 験 した尿 路感 染症 の11例 が すべ て改善 した の は

その結 果 と思 われ る。

次 に,本 剤 の胆 汁 中排 泄率 は イ ヌで6時 間後 に0.15

%,ラ ッ トで24時 間 後に4.0%と 低 いが2),胆 石症 の術

後患者3例 に19をone shot静 注 し,T-tubeか ら経

時的に胆 汁中濃 度 を測定 した とこ ろ,2～3時 間 で17.5

～80.0μg/mlを 示 した との 報告7)も あ り,同 じ尿 排泄

型の薬剤 としては比較 的 胆汁 中へ の排 泄は 良好 であ る

と考え られ る。 今 回の胆嚢 ・胆管 感染症5例 は有 効率

40%で あ るが,不 変 の2例 は 基礎 疾患 が肝癌 で あ り症

状 の改善 が難 しか った もの と考 え られ る。

その他 の感染 症は 急性 白血病,肺 癌,膀 胱癌 等の基

礎疾 患に肛 門周 囲膿瘍,壊 死性 口内炎,術 後感染症,

閉塞性 肺 炎 な どを併 発 した症 例 であ り,難 治性 と思 わ

れ たわ りに有効率 は60%と 良好 であ った。

推 定起 炎菌 は31症 例 で示 されたが,9例 が難治性 の

P.uruginosaで あ り5例 に菌 の消 失 な い し減 少 を認

め た。P.aeruginosaに 対 す るMIC50は2.70μg/ml1)で

あ り他の 薬剤 に比較 して も優 秀 であ るが,不 変 の2例

は慢性 呼 吸器疾 患 であ り細 菌学 的効果 が期待 しに くい

もの と考 え られた。また,グ ラム陽性 菌の 除菌率63%

に比 較 し,グ ラム陰性 菌 は57%で あった が,陽 性 菌の

検 出 され た感 染症8例 が肺 炎6例,慢 性 呼吸 器疾 患1

例,そ の他1例 であ り,3例 がStreptococcus pneumo-

niaeで あ ったのに対 し,陰 性菌 は23例 中肺 炎6例,慢

性 呼吸器 疾患9例,そ の他8例 と慢性 呼吸 器疾 患が 多

く,か つ9例 がP.aeruginosa,3例 がMICは1.56～

3.12μg/mlで あ るが臨 床分離 株 で約30%耐 性 株 が 存

在 す る と言 われ るEscherichia coli8)など菌種 に もよる

と考 えられ た。

臨床 効 果が有 効率78%に 対 し細 菌学的 効果 が58%

と低 い こ とにつ い ては,臨 床的 に100%有 効 とされ た

尿路 感染 症 は起 炎 菌 の判 明 した5例 中4例 が消 失,1

例 が 減少 であ ったが,臨 床 効果 の高 い肺 炎に おい て33

例 中12例 に しか起 炎菌 が推 定 され ず,H.influenzae

の4例 以外 は 除菌率 が50%と 低 いこ と,慢 性 呼吸器 疾

患の10例 で除 菌率 が50%で あ るこ とな どが 主 な原因

と考 え られた。
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Cefpimizoleの 全国 集討 は 内付 領城 では 呼 吸器感 染

症408例 中313例(76.7%)が有 効て,尿 路 感 染 症

64.3%,肝 胆道 感染症739%,敗 血症77,8%,が 有効 と

な ってお り,全 体 で は1,270例 中909例 か 有効 と判定

され てい る。 今回の結 果は尿路 感染症 で高 く,肝 胆 道

感染症 で低 い 有効 率 とな って い るが93例 全体 で は 同

等の結 果 と思 われ た,

副 作用 はGOT,GPTの 軽 度 上昇が3%(93例 中3

例)に 認め られ たが,全 国 集計の3.9%(1,960例 中77

例)と 等 し く,ま た重 篤 な副作 用は なか ったため,右

用性 で も78%と 良 好であ った.

症例 提 示は膿胸,血 液悪性三疾患 の 白 血球 減少期,緑

膿 菌感 染 な ど難 治性感 染 を示 した。

IV. ま と め

1. 新 しい セ フェ ム系 抗 生物 質cefpimizoleを 内科

領域感 染症93例 に投 与 した,

2. 改善 は93例 中73例 に認め られ,有 効率 は78%

で あった。

3. 白血球 減少 期の 難治 性感 染,緑 膿 菌感 染 に も有

効 であ った。

4. 副作 用は3例 にGOT,GPTの 軽 度上 昇 を認 め

たが,重 篤 な ものは認 め なか った。

以 上 よ り,cefplmizoleは 内 科 領 域 感 染 症 のfirst

choiseの 抗 生 剤 と して安 心 して使 用 で き る薬 剤 で あ

る と考 え られ た。
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CEFPIMIZOLE IN INTERNAL MEDICINE 
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Cefpimizole sodium, a new cephalosporin antibiotic, was used to treat 93 patients with internal 
infections. The 93 cases consisted of 7 cases of sepsis or suspected sepsis, 60 of respiratory infection, 
11 of urinary infection, 5 of liver or bile duct infection and 10 of other infections. Clinical response 
to cefpimizole sodium was excellent in 12 cases, good in 61, fair in 8, poor in 8, aggravated in 2 and 

unevaluable in 2, with an overall efficacy rate of 78%. Causative organisms were detected in 31 cases, 
in which the bacteriological eradication rate was 58%. As for side effects, slight elevation of GOT 
and GPT was found in only three cases. These results suggest that cefpimizole sodium is useful 
against internal infections.


